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「１７7のこころ」

　新入園児さん１５名を迎えてスタートした１歳児クラス。最初は初めて
の園生活に涙いっぱいでしたが、一人ひとりその子のペースで新しい環境
にも慣れてきているところです。

　ある日、オムツ交換をしようと、トイレに入ったときの事です。「おしっ
こいっぱいだったね～」と言いながら交換していると、その子は私をじーっ
と見つめながら、両手を合せて上下に動かしていました。「ゴシゴシしよ
うね～、おてて洗おうね！」と言葉をかけると、両手を更に動かして笑顔
に！！” 手を洗う” ということをその子は一生懸命仕草で伝えていました。
入園してまだ間もない日の出来事。慣れない大人との関りの中でも、しっ
かりと言葉に反応してくれた瞬間をとても嬉しく思いました。
　日々過ごす中で、言葉はまだ出なくても、どんな時もしっかりと自分の
想いを伝えようとする瞬間があります。その一瞬一瞬を見逃さず、全力で
表現してくれる想いを受けとめ、丁寧に関わっていきたいと思います。
　



　５月。新緑の葉をそよ風に揺らし、競うように美しい色に染まっていく木々
たちが園庭に溢れる日々が訪れています。しかしそのなかに１本だけ、冬が
終わっても、春が来ても、周りがどれだけ色づいても、頑なに茶色の葉っぱ
を携えたままの柏の木がありました。
１０周年記念樹でもあり、コンパス（羅針盤）の木と名づけられた、大切な
この柏の木。もしかしたら枯れているのかも知れないと造園業者さんに見て
頂き「肥料と水を沢山あげて、待ってあげて下さい。」とご教授頂いたのですが、
本当に大丈夫かとまだ不安そうな私に「大丈夫、この木は生きています。」と
そっと申し添えて下さいました。

　それからしばらくして、ある朝ふと園庭を見ると、他の木々よりも沢山、
そして立派な青々とした葉っぱを携えて堂々と立つ柏の木がそこにありまし
た。驚くことに茶色の葉っぱを落としたのは、ほんの一晩の出来事。私は思
わず「えっ！」とをあげてしまいました。その変化は誰も気づかないほど密
やかに、しかしあまりに劇的で、まるで「ね、大丈夫だったでしょう。」と語
りかけているような誇らしい姿が、そこにはありました。

　生きている木は、環境が整えられさえすれば、私たちが手を加えずとも自
らの時期に、自ら不要な葉を落とすと聞きます。育ちに添うとき、その育つ
もの自身を疑うのではなく、肥料が足りないのか、水が足りないのか、つま
り環境が整えられていないのではないかと考える。そうした後は自身だけが
持つ、時期を待つこと。「整え、待つ」覚悟ができたとき、その育つものだけ
が持つ力を発揮できる原点に初めて共に立つことができるのかも知れません。


